
【続報】NPO 法人 TMAT（徳洲会医療救援隊）
は 8 月 28 日時点で隊員派遣を継続、八代市
内の大規模避難所「八代トヨオカ地建アリー
ナ」を活動拠点とし、避難者の健康管理や感
染対応、要支援者への対応などを行い、地元
の医療機関・関係機関などへの引き継ぎに向
けて調整を進めている。派遣した隊員は先遣
隊から本隊第 1 ～第 5 陣まで延べ 54 人。

避難所救護所での診療は 21 日に終了（延
べ 499 人診療）、これにともない当直体制か
らオンコールによる有事対応の体制に移行した。体調不良者を確認した際
には地元医療機関などにつないで対応している。

同避難所に加え周辺避難所にも健康チェックなどのため巡回しており、
巡回先でも今後の支援体制について関係者と協議したり、現地機関に引き
継ぎを行ったりして、地域への円滑な移行に向け活動している。八代市か
らの依頼を受け、アリーナ内を巡回して避難者への聞き取りを行い、避難
者状況把握カード作成なども行った。

洲会東京本部のムワナタンブ
エ・ミランガ顧問（アフリカ担
当）が現地参加した。

開催期間は 6 月 17 日から 3
日間。1 日目には参加各国の医
療事情や僧帽弁狭
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治療の現
状に関する発表や、チュニスに
あるラブタ病院のモハメド・サ
ミ・ムラリ循環器内科部長らが
経食道心エコーをレクチャー。
齋藤センター長らは 2、3 日目
に登場し手術動画を用いてビデ
オプレゼンテーションを行った。
「アフリカではリウマチ熱（溶

連菌感染後に発症する全身の炎
症性疾患）に起因する僧帽弁狭
窄症の発症が多く、イノウエ・
バルーンを用いた経皮的僧帽弁

交連切開術（PTMC）は依然と
して高い需要があります。その
ため前回に続き今回も PTMC の
セッションが組まれました」と
齋藤センター長は説明する。

より高度な治療技術を
学びたいという要望も

一方で、アフリカ諸国のなか
でも国外留学した医師が世界標
準の医学を学び、高い医療技術
に達しつつあるチュニジアのよ
うな国では、PTMC など基本的
な治療法は確立しており、より
高度な治療技術を習得したいと
いうニーズがあるという。
「アフリカでも経済発展によ

り生活習慣病が増え、冠動脈疾
患が増加傾向にあり、PCI（経
皮的冠動脈形成術）の治療ニー
ズが高まっています。さらに
CTO（慢性完全閉塞）など、よ
り複雑な病変や最先端のデバイ
ス（医療材料・機器）を用いた
高度な治療技術を学びたいとい
う要望も高まっています」（齋
藤センター長）

そこで今回、2 日目に齋藤セ
ンター長と宍戸部長が CTO を
2 症例発表し、3 日目には松本
部長が TEE-guided TSP（経食道
心エコーを用いた心房中隔穿

せ ん

刺
し

）をともなう Mitral TEER（経
カテーテル僧帽弁接合不全修復
術）を 2 症例（PASCAL と Mitra
Clip）発表。手技のポイントや
コツ、注意点などを解説、参加
者とディスカッションした。

宍戸部長は「参加各国の循環

第三国研修プログラムは JICA
や協力機関が、技術伝播の拠点
となる途上国を支援し、周辺途
上国からの研修員も受け入れて
技術指導を行う国際貢献活動。
昨年の「第 1 回アフリカ諸国の
ための心臓学・循環器学」に続
く 2 回目が開催された。開催国
のチュニジアに加えスーダン、
エチオピア、タンザニアなど
11 カ国から合計 17 人の医師が
参加した。会場はチュニジアの
首都チュニス。

徳洲会からは、湘南鎌倉総合
病院（神奈川県）の齋藤滋・心
臓センター長、宍戸晃基・循環
器内科部長、松本崇・循環器内
科部長がオンラインで参加。徳

アフリカ諸国へ心カテ治療を技術指導
徳洲会グループ

チュニジアで開催の第三国研修プログラムに協力

徳洲会グループはチュニジアで開催されたアフリカ諸国の医療水準向上を目的とした第三国研修プログ
ラムに協力し、同国や周辺諸国の医師に技術指導を行った。同プログラムは JICA（国際協力機構）の
支援の下で実施。ターゲットは循環器領域で、心臓弁膜症などに対するカテーテル治療技術の向上が主
眼。徳洲会は“生命だけは平等だ”の理念実践の一環で、アフリカやアジアなどでの国際医療協力を推
進しており、同プログラムへの協力も参加各国の医療水準向上を通じた患者さんへの貢献が目的だ。
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「より高度な治療技術を学びたいとい
う要望が高まっています」と齋藤セン
ター長（右）、松本部長

「今後も各国の発展
段階に応じた技術
支援を」と宍戸部長

現地会場で他の参加者とミランガ顧問（前列右から8
番目、写真提供：JICA）

器医療・設備の普及度や技術水
準に大きな格差があることを学
びました。今後も各国の発展段
階に応じた技術支援の継続が大
切だと思います」と強調。

松本部長は「チュニジアでは
近いうちに MitraClip が導入さ
れる見とおしとのことで、TEE-
guided TSPを学んでおくとMitra
Clip もスムーズに導入できるこ
とから、非常に高い関心が集

まって
いまし
た」と
振り返
る。

またミランガ顧問は「チュニ
ジアをハブ（中継拠点）として、
アフリカ諸国の循環器内科領域
の医療レベル向上のため、これ
からも技術支援を行っていきた
い」と意欲を見せている。

大和徳洲会病院（神奈川県）の河
合隆治・外科部長は、手術支援ロ
ボット「ダヴィンチ」による大腸が
ん（結腸がん・直腸がん）手術を開
始した。同院はこれまで泌尿器科
で前立腺がんと腎臓がんのダヴィ
ンチ手術を行ってきたが、外科で
も運用を開始し、5月からすでに5
例を実施している。

大腸がんは結腸と直腸にでき
るがんの総称で、日本人に最も多いがん種。早期では自
覚症状が乏しく、進行すると腹痛や血便などが見られる。
治療は手術による切除が中心で、近年はロボット支援下
の低侵襲手術が広がっている。

大腸がん手術でダヴィンチを用いる利点について、河
合部長は「多関節で細かい操作ができ、出血を抑えながら微細な解剖（構造）を
認識して進められます。3Dの高精細な視野も加わり、従来の腹
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と比べて
も低侵襲な手術が可能です」と説明する。続けて「とくに直腸がある骨盤内は、
非常に狭く手が入りづらい場所なので、ロボットのメリットがすごく生かせま
す」と強調。

立ち上げにあたっては、プロクター（指導医）資格をもち同院に非常勤で勤
務する金翔哲・外科医師が担当した。開始当初は湘南鎌倉総合病院（神奈川
県）の藤井正一・外科統括部長の下で手術見学を行うなどし、ロボット手術チー
ムの習熟を進めた。現在は指導期間を終え、同院が独立して手術を行っている。

今後について河合部長は結腸・直腸がんで、年間手術30 〜 40例を目標に
掲げる。さらに、6月に保険収載されたロボット支援下の鼠

そ

径
け い

ヘルニア手術も
8月に1例目を実施した。

河合部長は「最新鋭のロボット手術が、当院のような中規模病院でできるの
は徳洲会グループの強みです。徳洲会主催のロボットセミナー（TROS）など、
研
け ん

鑽
さ ん

を深める機会が豊富なことにもスケールメリットを感じています。患者さ
んのために、より精度が高く低侵襲な手術をという点を第一に、地域医療に貢
献していきたい」と意気軒高だ。

「最新鋭のロボット手術
が、当院のような中規模
病院でできるのはグルー
プの強み」と河合部長

「
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」
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 大和病院

アリーナ内を巡回し避難者の健康
管理を継続

令和8年熊本地震

本隊第5陣まで延べ54人派遣 横浜日野病院は、認知症病棟の入院患者
さんを対象にセラピー犬との触れ合いを通
じ、心身の健康の回復・維持をサポートす
る“ドッグセラピー ”を実施した。非薬物療
法である回想療法として、行動・心理症状

（BPSD）の緩和を期待して取り組んだ。
同病棟担当の佐藤繁樹・看護主任は「犬

を飼った経験のある患者さんには記憶の想
起を促し、飼った経験がなくても触れ合った体験があれば、当時を思い出し
てもらうことで、脳の活性化による認知機能の改善や情緒的な安定につな
げられればと考え、企画しました」と説明する。

当日は一般社団法人アニマルセラピーこころサポート協会の協力を得て、
同協会からふたりのアニマルセラピストが2頭のセラピー犬（柴犬とゴール
デンドゥードル）を連れて来院。生活機能訓練室を会場にして患者さんがセ
ラピー犬と触れ合った。また、同病棟のベッドから移動が難しい患者さんに
も、ベッドサイドで触れ合いの機会を提供。計35人の患者さんが参加した。
同院の元職員（作業療法士）がボランティアで同協会の活動に参画している
ことが縁で実現した。

「患者さんの表情が急に明るくなったのが印象的でした。手招きして犬を
呼んだり、ずっとハグしたりしている患者さんもいて、ドッグセラピーの効
果を実感しました」（佐藤・看護主任）。認知症病棟の特色となるよう今後も
定期的に実施し、地域貢献を図りながら選ばれる病院を目指す考えだ。
 

セラピー犬をハグする患者さん

行動・心理症状の緩和を期待
横浜日野病院がドッグセラピー

オンラインで参加し他の出席者
やアフリカ諸国の医師らとディ
スカッションする齋藤センター長

（正面モニター、写真提供：JICA）

徳洲新聞

発行
一般社団法人徳洲会　
〒102-0074 東京都千代田区九段南1-3-1 東京堂千代田ビル14階
TEL ： 03-3262-3133

制作
一般社団法人徳洲会　広報部
TEL ： 03-3288-5580　FAX ： 03-3263-8125
Email ： news@tokushukai.jp

2026年8月31日　月曜日　No.1558生
い の ち

命だけは平等だ 1

No.1558



冒頭、加藤院長は「グループ
病院が有する優れた技術や知
見を共有し、循環器分野全体の
発展を目指していきましょう。
同時に、若手医師が施設を超え
て研修し、切

せ っ

磋
さ

琢
た く

磨
ま

できる人的
な交流環境も整えていきたいで
す」と展望を示した。

続いて、東上震一理事長が登
壇し「循環器は徳洲会のなかで
も要となる領域です。各グルー
プ病院が互いに高め合い、学術
的な交流を深めながら、徳洲会
全体の臨床レベルをさらに引き
上げてほしい」と期待を寄せた。

特別講演では、湘南鎌倉総合

また暑い夏がやって来ました。私に
とって忘れ難い出来事が 41 年前の夏
に起こりました。1985 年 8 月 12 日午
後 6 時 56 分に何が起きたか、ご存知
の方が徳洲会全職員約 5 万人の中で何
人おられるでしょうか？ 覚えている
方は最低でも 50 歳以上、概ね 60 歳前
後かと思います。

突然の悲しみをご家族に味わって
ほしくないという毎夏の強い思い

その日その時刻、史上最悪の飛行機
墜落事故（御

お

巣
す

鷹
た か

山
や ま

の事故）が起こっ
たのです。東京・羽田から大阪に向かっ
ていた日本航空 123 便が、群馬県山中
に墜落し乗員・乗客合わせ 520 人が亡
くなる大惨事となりました（生存者 4
人）。『上を向いて歩こう』で有名な歌
手の坂本九さん、端正な顔立ちときれ
いな取り口の元大関・清

き よ

國
く に

のご家族な
ど著名人や大企業経営者が大勢亡くな
りました。急降下する機内で多くの方
が家族宛ての遺書を書き残しました。
その一人で「ドカンと大きな音がして、
白い煙が出た。……〇〇（子どもの名
前）、立派になれ」と残したのが、私
の幼馴染で隣家に住み、幼稚園から高

校まで私より 1 学年上ながら、ずっと
同じ学校に通った M さんでした。

M さんは早稲田大学に進学し、私が
東京の大学に入学して右も左もわから
ない時、面倒を見てもらいました。事
故当日、私は米国留学 1 年目で、お盆
にシカゴから帰省しようと思い、大阪
の実家に電話をした際、この事故を知
りました。親しい人を急に亡くした時、
打ちひしがれ、体全体から力が抜けた
ようになり、悲しみが大き過ぎて声ど
ころか涙も出なくなることを知りまし
た。私は死には 2 種類あると思います。
一つ目は、がんの末期や老衰などで予
期される死。もう一つは、あまりにも
急で周囲も受け入れ難い突然の死です。
今まで元気だった人が、急性心筋梗塞
や脳出血などで瞬く間に命を失うのも、
飛行機や自動車の事故によって急死す
るのも突然の死。我々医療従事者は、
患者さんの生命を救うという使命とと
もに、予期された死であれ、突然の死
であれ、死というものに向き合わねば
ならない宿命を背負っています。

この数年の内に両親、兄を相次いで
亡くした私ですが、いずれもある程度、
予想ができ、心の準備ができていた死

でした。それに比べると、肉親ではな
いものの親しい人が急死した時の衝撃
は大きく、このような突然の悲しみを
患者さんのご家族に味わってほしくは
ないと、毎年夏に、その思いを強くし
ています。

自分たちが頑張らなくても大丈夫
とタカをくくっていた当時の当院

では、御巣鷹山の事故はなぜ起こっ
たのでしょう？ その後、①事故機が
以前、尻餅事故を起こした後の米国ボ
ーイング社による修理が、手順を守ら
ず不完全だったこと、②それによる隔
壁の強度低下を、日航のチェック体制
が甘く見抜けなかったこと、③日航と
いう会社組織自体に問題があり、それ
が②につながった可能性があることが
判明しました。そのあたりの経緯は、
渡辺謙主演の映画『沈まぬ太陽』に詳
しいですが、日航という国策企業がナ
ショナル・フラッグと称し、親方日の
丸という体制に胡

あ ぐ

座
ら

をかいて、労使闘
争や権力争いに終始し、「安全」とい
う最も大事な理念を忘れていたところ
に、多くの犠牲をともなう大惨事の素
地があったと思います。

私は入職した 28 年前から徳洲会グ
ループの大発展を見てきました。入職
当時の当院はベッド数 408 床、1 カ月
の医業収入は 4 億円程度で現在の 7 分
の 1。「計画に対し〇千万円の未達成
です」と当時の事務長が無表情なまま
報告しても、誰からも「頑張ろう」と
いう声は聞かれませんでした。当時で
も大きな医療グループであり、「自分
たちが頑張らなくても大丈夫」とタカ
をくくっていたようです。

しかし実情は正反対で、創業者の徳
田虎雄理事長（当時）が、ボーナス支
給のために各銀行を駆け回り借金をす
るくらいだったのです。また経営が上
向いていた後も選挙違反事件や、コロ
ナ禍などの出来事が続き、心休まる間
がありませんでした。これらを経験し
た私は、徳洲会と、いったん倒産して
再生した日航とを思わず重ね合わせて
見てしまいますが、医療面で徳洲会が
実績を上げてきたのは、どんな場面で
も“生命だけは平等だ”、「救急を断ら
ない」という理念を目指していたから
だと思います。それを忘れず、日頃か
ら経営努力をしていけば良いのです。

皆で頑張りましょう。

医療法人徳洲会 副理事長
千葉西総合病院 院長 三

み

角
す み
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病院（神奈川県）の松本崇・循
環器内科部長が「三

さ ん

尖
せ ん

弁
べ ん

閉鎖
不全症に対するカテーテル治療

（TriClip）」をテーマに発表。3
月に国内で販売開始した新デバ
イス「TriClip」の治療成績や自
施設での取り組みを解説し、「右
心機能の正確な評価をはじめと
する適切なスクリーニング手順
が、治療効果と安全性を担保す
る鍵となります」と強調した。

さらに、大橋壯樹・医療法人
徳洲会副理事長が、米国メイ
ヨークリニック視察報告および
メドトロニック社製品の共同購
買について説明。現地で高度
な医療サプライチェーン（資材
の供給網）や心臓病棟を視察
した知見を参加者と共有したう

え で、「 メ イ
ヨークリニッ
クのサプライ
チェーンと連
携し、グルー
プのスケール
メリットを生
かした割り戻し契約を結びまし
た」と報告。「還元金を各病院
の医局運営や医療環境の整備に
活用していただければ」と呼び
かけた。

参加者と活発な質疑応答を行
い、最後に、千葉西総合病院の
桃原哲也・副院長兼循環器内科
主任診療部長が今後のさらなる
団結を呼びかけ、閉会した。

全国から循環器疾患にかかわる医師ら40人超が
参加

「循環器分野全体の発展
を目指します」と加藤院長

どんな場面でも“生命だけは平等だ”
「救急を断らない」という理念目指す

それを忘れず日頃から経営努力することが肝

徳洲会循環器内科部会は 7 月 17 日、第 34 回日本心血管インター
ベンション治療学会（CVIT2026）の会期に合わせ、都内会場と
WEBのハイブリッド形式で初会合を開いた。会場には全国のグルー
プ病院から 40 人超が集まった。部会長は名古屋徳洲会総合病院の
加藤千雄院長。

月経前症候群（PMS）

女性なら誰でも起こり得る病気の
はなし
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月経前の3 ～ 10日間に心身の不調を来すものの、月経の開始とともに、その不
調が減退もしくは消失する周期的かつ期間特異的な症状を月経前症候群（PMS）
という。不調は人によって異なり、下腹部痛のほか頭痛、乳房痛、むくみ、倦

け ん

怠
た い

感
か ん

、眠気、食欲亢進・低下など多岐にわたるが、月経周期とともに症状が変化す
ることでPMSを判断する。生殖可能年齢の女性なら誰でも、いつでも発症し得
るため、思春期特有の不調や更年期障害と重なる場合や、「若い頃は何もなかっ
たのに30代後半になって」、「出産後に突然」など、さまざまなケースがある。

原因は月経前の女性ホルモンの変動と言われるが、「PMSの詳細なメカニズム
は明らかになっていません」と野田総合病院（千葉県）の濵村憲佑・産婦人科部長。
このため治療は根治を目指すというより、痛みなど器質的症状の改善および患者
さんのつらさの軽減を目指す対症療法が主体で、治療期間も推定しにくい。

命にかかわる疾患でなく、必ずしも治療を要さないが、「つらい症状に耐えて
も良いことはありません。西洋薬以外にも漢方薬や
環境改善など多様なアプローチがあり、それらを総合
し、つらさの軽減を目指します」と濵村部長は受診を
すすめる。また、「 患者さんにとっては耐え難い苦痛
であり、長期治療で不安も強いことから、周囲の方の
理解・配慮が大切です」と社会環境改善の重要性も訴
えている。

千葉西総合病院は7月26日、院内で職業体験イベント「チ
バエク」を開催、盛況を博した。同イベントは医療職を目指す
学生に体験の場を提供し、地域で活躍する医療人材を育てる
のが目的。今年で3年目を迎える。例年は7・8月にそれぞれ
1日ずつ実施していたが、今年は 7・8・9月に午前と午後の 2
部制 （9月は午前のみ）と、規模を拡大した。

当日はひとつの大きな会場に、看護師や薬剤師、リハビリ
テーションスタッフ、臨床工学技士など多彩な職種がブース
を出展。参加者は自由に関心のあるブースを巡った。看護部のブースでは採血体験や、ブラックラ
イトを用いた手洗い体験を行い、ふだんの衛生管理の重要性を伝えた。

五木田由美子・看護部長室事務主任は「コロナ禍で体験の機会が少なかった学生に、医療職の魅
力や当院の雰囲気を感じてほしいです。この体験が奨学金制度や将来の就職にもつながれば」と期
待。参加した高校生や医療系学生からは「知らなかった職種への理解が深まりました」と好評。同院
は今後もブース内容の充実を図りながら継続していく方針だ。

「
チ
バ
エ
ク
」が
学
生
に
大
好
評

看護部ブースでの採血体験の様子

千
葉
西
病
院
の
職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト

徳洲会循環器内科部会

発足後初の会合に40人超参加
知見共有しグループ底上げ

三角院長が留学中に買い求め
た『シカゴ・トリビューン』の記
事。写真は生存者の救助の模様
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湘南鎌倉総合病院（神奈川県）の浜﨑衣
鶴子助産師は、ポルトガルで開催された国際
助産師連盟学術集会で、同院が実践している
マタニティ坐禅をテーマに口演、分

ぶ ん

娩
べ ん

期
き

和痛
VR（仮想現実）に関する臨床研究のポスター
発表も行った。

マタニティ坐禅は 2017 年から県内の建長
寺で、和尚の指導の下に実施。これまでに延
べ 500 人以上の妊産婦さんなどが参加した。

「分娩に対する不安や恐怖は多くの妊婦さん
が感じることであり、分娩の進行に影響を与
えることから、坐禅の体験を通じて心や呼吸
を整え、お産に向き合う力を育んでもらうた
めに開催しています」（浜﨑助産師）。

口演では、同院の分娩スタイルや参加者へ
のアンケート結果など紹介。回答者（266 人）
の 98% が「非常に満足」または「満足」と答え、70％が出産準備に有益と
回答した。また、建長寺の協力を得て作成した坐禅の方法を紹介する映像
を上映し、聴衆がその場で坐禅を実践、会場が静寂に包まれる場面もあった。
終了後は多くの質問が寄せられ、関心の高さがうかがえた。

助産師リーダーの櫻澤亜有子・看護主任（助産師）は「当院は、お母さ
んの産む力と赤ちゃんの生まれる力を最大限に引き出すお産を大切にして
います。その一環であるマタニティ坐禅を世界に向けて発信し、興味をもっ
ていただけたことを、とてもうれしく思います」と笑顔。

また「25 年には麻酔分娩を開始し、総合病院として麻酔分娩、自然分娩、
アクティブバースなど、多様化する分娩に対応すべく、さまざまな選択肢
を提案できる環境を整備しています。今後もこの取り組みを継続していき
たい」と抱負を語る。

マタニティ坐禅の開始当初からかかわる竹村和子・看護主任（同）は「自
分の内面を見つめたり呼吸を整えたりする坐禅は、お産だけでなく日常生
活でも良い影響が期待できます」とアピール。

分娩期 VR 和痛は、分娩進行中に VR ゴーグルを装着しリラックスできる
映像を見て痛みの緩和を期待するというもの。欧米諸国で効果が報告され
ているが、国内では同院の臨床研究が初だ。経

け い

膣
ち つ

分娩予定の妊婦さん 50 人
を、VR 群 25 人と対照群 25 人にランダムに割り付け、VR 群には分娩中に
10 ～ 30 分の VR 体験を実施。19 人が実際に体験、うち 15 人が「ポジティ
ブな体験だった」と評価したものの、NRS（11 段階で評価する痛みのスケー
ル）では痛みの感じ方に統計的な有意差を認めなかった。

「マタニティ坐禅を世界に向け発信
でき、うれしい」と櫻澤・看護主任（中
央）、竹村・看護主任（左）、浜﨑助産師

マタニティ坐禅を発表したセッショ
ン終了後、多くの質問者が浜﨑助産
師（右）の前に

高校生リハビリ職業体験会
全国58施設で一斉に開催!

徳洲会リハビリテーション部会
妊娠・授乳期は、基本的に薬を使

わないとする傾向は、一般人だけで
なく、医療者にすらいまだ根深く存
在する。徳洲会グループ唯一の妊
婦・授乳婦専門薬剤師である千葉
西総合病院の三好文子・薬剤部主
任は、世界のスタンダードである「母
体への十分かつ適切な薬物療法の
提供」を早期啓発するため、2020年
から徳洲会グループ病院で実務実
習を受ける薬学生に対し、オンラインによる参加型実習
を提供。同実習を受けた薬学生は今年度で1,000人に達
する。

実習は2日間に分けて行い、1日目は妊娠・授乳期の薬
物療法の基礎知識を座学形式で学び、2日目は設定され
た場面で、どのように服薬指導（カウンセリング）するべき

かグループに分かれ話し合う。取材した7月の実務実習ではグループ33病院か
ら53人が参加した。

三好主任がとくに強調していたのは「ベースラインリスク」に沿った情報の提
供だ。妊娠・授乳期の薬物療法は、流産や、形の違う子どもが生まれることを
恐れるあまり忌避されがちだが、薬物を服用していなくても自然流産する確率
は15％、形の違う子どもが生まれる確率は3 ～ 5％ある。これをベースライン
リスクと呼び、その薬を使うことによるリスクが、ベースラインリスクを超える
かどうかが、薬物療法実施の大きな判断基準となると説明。

さらに、喘
ぜ ん

息
そ く

の予防を適切に行わず重症化すると、胎児にも酸素が届きにく
くなり、かえって流産の確立を上げてしまうこともあるなど、薬を使わないこと
によるデメリットについても十分な説明が必要と訴えた。「そもそもお母さんが
元気でないと、妊娠や育児を続けることも難しくなります。母体の心身の健康
を守る大切さをもっと知ってほしい」と三好主任。

薬のメリット・デメリットをすべて開示したうえで、飲むか飲まないか、最終
的には患者さん自身の選択を尊重する「インフォームドチョイス」の考え方も解
説した。

ロールプレイで、妊婦さん、授乳婦さんの立場を疑似体験した学生からは、「自
分だけでなく周囲の人も、薬物療法について正しく理解していないと薬が飲み
づらそう」など啓発の必要性を感じる声が聞かれた。

三好主任は、「妊娠・授乳期の薬物療法については、まだまだ医療者にも誤解
が多い」と指摘、「今後、ベースライン
リスクに基づいた薬の選択が当たり
前の社会をつくっていくため、力を貸
してください」と学生らに呼びかけて
いた。三好主任は徳洲会の妊婦・授
乳婦薬物療法研究会の代表でもあり、
グループ内外に向けた啓発活動を活
発に行っている。

千葉西病院

三
好
・
妊
婦
・
授
乳
婦
専
門
薬
剤
師

同 イ ベ ン ト は 理 学 療 法 士
（PT）、作業療法士（OT）、言語
聴覚士（ST）といったリハビ
リ職種の認知度向上と、未来の
医療現場を支える人材発掘が目
的。現在、医療現場ではメディ
カルスタッフの確保が課題とな
る一方、全国の養成校では定員
割れが深刻化している。

こうした現状に対し、福家晶
子部会長（千葉西総合病院リハ
ビリテーション室長）は、「従
来は養成校を訪問して求人活動
を行ってきましたが、養成校自

体の入学者数が減少しており、
病院がただ待っているだけでは
手遅れになると感じています」
と警鐘を鳴らす。そこで、同部
会が従来の受け身の姿勢から脱
却し、高校生に直接働きかける
機会を創出。徳洲会のスケール
メリットを生かし、全国一斉に
職業体験会を開催した。

福家部会長は「全国一斉に行
うことで、話題に上りやすくな
ると思います。また、これまで
職業体験会をやったことのない
病院も、これを機会に始めても

徳洲会リハビリテーション部会は 7 月 26 日、全国の徳洲会グルー
プ病院で「高校生のためのリハビリ職業体験会」を開催した。全国
58 施設が一斉に行い、高校生計 647 人、保護者計 186 人が参加。
養成校の志願者不足が深刻化するなか、グループの規模を生かした
初の全国一斉企画で、将来の医療を支える若手人材の発掘と職種の
知名度向上を図った。

らいたいと考えました」と意図
を明かしたうえで、「体験会を
通じて、参加した高校生が職業
への理解を深め養成校に進学し、
将来的に徳洲会グループや地域
医療に貢献してくれる循環をつ
くりたいです」とアピールする。

当日は各施設が趣向を凝らし
たプログラムを展開。他の職種
と合同で開催する施設もあった。
リハビリ部門では、PT による
動作解説や電気治療体験、OT
による自助具を用いた作業体験、
ST による嚥

え ん

下
げ

調整食の試飲や
聴診器を用いた嚥下音体験など、
実践的な企画が並んだ。また、
若手セラピストとの座談会を設
けた施設もあり、仕事のリアル
なやりがいや進路相談に応じる
場となった。

参加者86％から高評価!
9割が次年度開催を希望

イベント終了後のアンケート
では、高校生の満足度は「非常
に良かった」、「良かった」が計
86.3％と高評価。次年度の開催
についても、約 9 割が「希望」
と答えており、期待の高さがう
かがえた。また、「OT や ST に
ついては、まったく進学を考え
ていなかったのですが、今回体
験してみて面白そうだと思っ
た」、「実際に体験をして、詳し
く仕事内容を知ることができ
た」など感想が聞かれた。

岡一・副部会長（長崎北徳洲
会病院リハビリテーション科室
長）は、「初めて体験会を開催
した施設も多く、試行錯誤があ
りました。アンケートでは参加
者の満足度が非常に高く、PT
志望の学生が OT や ST にも興
味をもつなど、大きな成果が得
られました。一方で、集客の偏

りや告知期間の短さといった課
題も明らかになりましたので、
次回に向けて、より早い時期で
の周知を進めていきたいです」
と振り返った。

福家部会長も「全国で 600 人
を超える高校生が集まったこと
は大きな成果であり、グループ

が一丸となって取り組んだ意義
は大きいと考えます。保護者の
参加も多く、奨学金制度の説明
も含めて安心感を提供できたこ
とも収穫でした」と意欲的。同
部会では、今後も全国一斉の取
り組みを継続し、人材育成の輪
を広げていく考えだ。

「妊娠・授乳期の薬物療
法は、止めてしまうデメ
リットも検討し判断し
てほしい」と三好主任

生駒市立病院（奈良県）は高校生50人、保護者
30人とグループ最多参加者を記録

OTが実施する自助具を用いたリハビリを体験する参
加者（千葉西病院）
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武蔵野徳洲会病院（東京都）
は 7 月 31 日、院内で第 5 回地
域高齢者施設連携懇話会を開催
した。同院の特徴や実績などを
共有し、連携を強化するのが目
的。地域の高齢者施設から 60
人超が参加した。

冒頭、桶川隆嗣院長が挨拶に
立ち、地域の高齢者施設を対象
に、救急救命士が同乗する病院
救急車を用い、無料のお迎え搬
送を行っていることをアピール。
24 時間の救急搬送ホットライ

ンを完備し、施設側の負担を軽
減しつつ迅速な受け入れが可能
である点を強調、気軽に相談し
てほしいと呼びかけた。

続いて各診療科の医師が情報
提供を実施。循環器内科の淺見
貞晴部長は、高齢者や糖尿病患
者さんは胸痛をともなわず、息
切れのみで狭心症や心筋梗塞が
進行している場合があることな
どを解説。早期の検査と受診の
重要性を訴えた。

消化器内科の高城健部長は、
高齢者施設に入居中の 90 代女
性に対し、繰り返す急性胆管炎
に内視鏡的胆道結石除去術を施
行し、ステントフリーに至った
症例を報告。あわせて同科の豊
富な内視鏡治療実績を紹介した。

糖尿病内科の重松嵩朗医長は、
高齢者施設入所中の 2 型糖尿病
患者さんに、間

か ん

歇
け つ

スキャン式持
続血糖測定（isCGM）「FreeStyle
リブレ 2」を導入した事例を発

自院救急車迅速搬送アピール
武蔵野病院

地域高齢者施設連携懇話会開く

表。リアルタイムの血糖トレン
ド把握と適切なインスリン調整
をすることで、HbA1c が 9% 台
から 6% 台に大幅に改善した成
果を示した。

泌尿器科の小島由太医長は、
高齢者施設で頻発する尿失禁や
尿路感染症（結石性腎

じ ん

盂
う

腎
じ ん

炎
え ん

な
ど）について解説。適切な排尿
管理が、発熱対応の減少やおむ
つコスト削減といった施設側の
経営メリットにもつながる点を
説いた。

最後に、司会を務めた呼吸器
外科の田中良太副院長が、「む
さとく呼吸器センター開設」を
発表。急激な息苦しさや発熱を
ともなう気胸・重症肺炎など、
緊急性の高い呼吸器疾患に対し、
迅速に対応できる体制を整えた
ことを明かした。その後の意見
交換会でも活発なやり取りが行
われ、地域連携の絆をより一層
深める機会となった。

地域の高齢者施設から60人が参加し交流

6年前から薬学生にオンライン実習を提供
浜﨑・湘南鎌倉病院助産師

国際助産師連盟学術集会で口演
“マタニティ坐禅”に多くの反響
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に緩和ケア病棟「なごみ」、介
護老人保健施設「しんかま」を
院内に備え、30 診療科を擁し、
1 日平均約 800 人が外来に訪れ
る。

一般病床を増やした理由を増
井院長は「当院は生活に根差す
ことを主眼に、地域の一般的な
救急や外傷をすべて受け入れて
います。今後、救急を最も必要
とするのは高齢の方々。その方
たちの生命（いのち）と生活の
質（QOL）を守っていくことが
当院の使命です」と、救急応需
はもちろんのこと、「自院救急」
の体制も敷いている。また、医
師の確保を進め、手術支援ロ
ボット「ダヴィンチ」による手
術の拡大などを図り、急性期の
診療体制を強化する構えだ。

一方、回復期病床を増やした
のは「高齢患者さんの急性期治
療は必ず回復期に、さらに緩和
ケアにつながります。包括的に
医療を提供する体制を拡充して
いかなければなりません」と増
井院長は説明する。高齢患者さ
んは急性期の治療が終了した後、
回復期でリハビリを受けるなど
し、自宅や施設に戻るのが一般
的。回復期病床が整えば、急性
期病床を次の患者さんに回せ、
断らない救急を続けることがで
きる。さらに、高齢社会では、
がんに加えて末期腎不全を含め
た慢性疾患の終末期医療も重要
になってくる。

今後、急性期の治療から回復
期、さらには緩和ケアまで、院
内で切れ目なくつなぐ体制を、
より一層厚くする方針だ。

病気を早期に発見し治療
生活の質を守ること重視

増井院長は「今や高度な医療、
手術を提供するのは、規模の大
きい病院として当たり前になっ
ています。私が重きを置くのは、
病気を早期に発見して治療を行
い、患者さんの生命と QOL を
守ることにあります」と語気を
強める。「医療の発展を背景に、
医療は治すことに加えて、QOL
を守るものへとパラダイムシフ
トが起こっており、順応するこ
とが必要です」と強調、この方

針を院内で共有し全職員で取り
組みを進めている。

その試みのひとつが、3 月に
始めた検診「人生 100 年ドック」
だ。患者さんの経済的負担を抑
え、がんや呼吸器疾患、認知症
など QOL 低下にかかわるリス
クを早期に調べる。基本コース
では、がんが転移しやすい脊

せ き

椎
つ い

から股関節までを CT（コンピュ
ータ断層撮影）で撮影する。整
形外科が専門の増井院長が、と
りわけがんの骨転移を重視する
ためだ。骨は肺、肝臓に次いで、
がんが転移しやすい箇所で、転
移すると痛みや骨折で歩けなく
なり、在宅生活が難しくなるか
らだ。

同院は「がんロコモ・骨緩和
外来」も今年 2 月に開設してい

420床に増床し急性期・回復期拡充

同 院 は 2007 年、248 床 で 開
院した。同院がある鎌ケ谷市は
都心から約 25km 圏の住宅都市
で、人口は約 11 万人。市の玄
関口である新鎌ケ谷駅から徒歩
2 分、生活圏の中心で地域の身
近な医療機関として信頼を得て
いる。急性期から回復期、さら

同院は 6 月、一般病床を 252
床から 292 床に増やし、許可病
床を 371 床とした。その後 8 月
に回復期病床を 40 床から 89 床
に増やし、420 床の超規模病院
に生まれ変わった。今回の増床
は高齢化による地域の医療需要
の変遷が背景にある。

鎌ケ谷総合病院（千葉県）は、6 月と 8 月の 2 段階で 420 床に増床した。一般病床と回復期リハビリテー
ション病床を合わせて 89 床増やし、増加する高齢患者さんを急性期の治療から回復期のリハビリ、在
宅復帰まで一貫して支える体制を整えた。同院の増井文昭院長は、今回の増床を土台に、予防から在宅
まで切れ目なくつなぐ地域医療の構築を進めていく方針だ。

鎌ケ谷総合病院

7階に回復期リハビリ病棟開く

高齢患者さんへ切れ目のない医療を提供

る。がんやその治療によって運
動機能が低下する状態を「がん
ロコモ」といい、増井院長自ら
診察にあたり、骨折を起こす前
に、薬物療法や放射線治療を実
施している。

増井院長が見据えるのは、団
塊の世代がすべて 65 歳以上と
なる 2040 年問題。健康な高齢
者が健康であり続け、病気に
なっても自宅で暮らし続けられ
るよう、検診による予防と、急
性期から回復期、緩和、在宅ま
での切れ目のない医療を提供す
ることを視野に収めている。増
井院長は「高度な医療に加えて、
予防医療、早期治療を行う病院
が求められています」と、10
年先を見据えた体制づくりを進
めていく。

「医療は治すためのものから、生
活の質を守るものへとパラダイ
ムシフトが必要です」と増井院長

鎌ケ谷病院の7階に新設した回復期リハビリテーション病棟
が89床に

北海道徳友会は7月28日、札幌市内のホテルで医療
講演会・交流会を開いた。同徳友会は道内の徳洲会病
院・施設の協力企業で組織する団体。会員企業と道内
に12ある徳洲会病院との交流を深めるため定期的に交
流会を開いており、徳洲会からは各院の院長や事務長
らが出席した。

冒頭、同徳友会の𠮷田 則会長は、本年度の徳洲会
の取り組みを報告。黒岩祐治・神奈川県知事を招いた

講演会が札幌市などで開催され、同徳友会も札幌市での運営に携わったこと
などを紹介、「徳洲会が発展するにつれ、徳友会の役割もますます大きくなっ
ています」と強調した。続いて札幌徳洲会病院の奥山淳院長が徳洲会を代表
して挨拶し、「物価や人件費の上昇で難しい環境にありますが、徳洲会は変わ
らずに患者さん最優先で医療を展開していきます」と意気込みを示した。

この後、4月にグループに加わった北札幌病院の幾世橋経人院長が、「療養
病床の変遷と地域包括ケアシステムにおける役割」をテーマに講演。札幌市
内のグループ病院で唯一、療養病床をもつ同院について、「市内で急性期治

療後の患者さんを支えることにあります」と
役割を明示していた。

最後に日高徳洲会病院の西村真樹事務長
が、新冠町に新築移転する新病院のパース
図を披露。新病院は2030年の開院を目指す
ことを言明し、会員企業に継続的な協力を呼
びかけた。

「徳洲会が発展するにつれ、徳友会の役割もますます大きくなります」
と吉田会長（前列左から4人目）、徳友会会員ら

南部徳洲会病院

南部徳洲会病院（沖縄県）の新里かおり看護師
は、7月5日に開催された日本泌尿器科学会沖縄地
方会で優秀演題賞を受賞した。テーマは「前残業
低減への取り組み 〜 AI × RPA を用いた患者ワー
クシートの活用〜」。また、同取り組みをまとめた
寄稿文が、医学雑誌『新医療』2026年7月号にも掲
載された。

同院4階北病棟では、勤務前の情報収集に20 〜
30分を要する前残業が常態化。看護師1人当たり240項目以上の確認が必要で
あり、カルテ操作への不慣れや個人差、新人の心理的負担が課題となっていた。

そこで、AI（人工知能）が必要情報を自動抽出し、RPA（ロボティック・プロセス・
オートメーション）が電子カルテ操作を自動化する仕組みを構築。自動生成され
た患者ワークシートの活用により、受けもち患者さん8人分の情報収集時間は約
40 〜 60分から数分程度に短縮し、前残業は27分から21分に改善した。全病棟
に展開した場合は年間約3,000時間以上の削減を見込み、情報の均質化と負担軽
減を実現する。

看護部門から唯一受賞した新里看護師は、受賞への感謝とともに「経験年数を
問わず役立つワークシートを完成させ、患者さんと向き合う時間を創出したいで
す」と意欲的だ。

飯田洋介・放射線部主任（医学物理士、診療放
射線技師）は、トモセラピーを販売するアキュレイ
が主催する「治療計画技術ワークショップ（トライ
アル）」で優秀賞を受賞、6月30日にWEBで行われ
た同ワークショップの講師も務めた。全国の施設
から約40人が参加。

同トライアルは、頭
と う

頸
け い

部
ぶ

がんのCT（コンピュー
タ断層撮影）画像などをもとに放射線治療の「治
療計画」を作成し、その精度や技術を競うもの。飯田・医学物理士は「腕試しの
気持ちで参加したのですが、評価していただき素直にうれしく思います」と語り、
今後に向けて「最新の装置を最大限に生かせる技術を磨き、医師の負担軽減や
患者さんへのより良い医療提供に貢献していきたいです」と意気込む。

放射線治療はチーム医療であり、治療計画の質は患者さんの予後や副作用の
軽減に直結。同院の眞鍋良彦・放射線治療科医長は「タスクシフト（業務移管）
が進むなか、質の高い治療計画を作成できる医学物理士の存在は心強く、早期
治療の開始にもつながります」と強調すると同時に、高精度な放射線治療を支え
る専門人材の活躍に期待を寄せた。

「ゆとりある職場環境づくりに貢献
したい」と新里看護師

「最新の装置を最大限に生かせる技
術を磨きたい」と飯田・医学物理士

新里看護師が前残業低減で優秀演題賞

飯田・医学物理士が治療計画トライアルで優秀賞

日高徳洲会病院の新病院イメージ図

湘南鎌倉総合病院（神奈川県）救急総合診
療科（湘南ER）の関根一朗部長と中井菜摘医
師は、東山書房から『学校ER ―子どもの急
病・けが、そのときどう考え、どう動くか―』
を上梓した。

同書は保健室を「学校のER」ととらえ、救
急医の視点から子どもの急病やけがに対す
る適切な応急対応や観察ポイント、対応の判
断基準などをわかりやすく体系的に解説した実践的な一冊。限られた
情報のなかで迅速に重症度を判断し、適切な医療や支援につなぐ「保健

室」をサポートし、救急医と養護教諭の間に強い
連携の橋を架けることを目的としている。

関根部長は「 救急医として診療を重ねるなか
で、保健室とERには驚くほど多くの共通点があ
ると実感しています。社会的にきわめて重要な
役割を担う保健室を、救急医療の視点から力強
く支援し、病院の外にいる子どもたちの命と健
康を守りたいと思います」と強調。同書をとおし、

「医療機関に運ばれる前の現場を支え、地域社会
全体で子どもの安全を守る体制の構築につなが
れば」と意気軒高だ。

著書の関根部長（左）と中井医師

『学校ER ―子どもの急
病・けが、そのときどう考
え、どう動くか―』（東山
書房刊、3,300円）

保健室をサポート『学校ER』刊行
湘南鎌倉病院ER
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